
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

18,154

項目 H26末

88か所

137人

0

9,261 10,490

合同研修会

0.50

130人 130人

成果目標の達成状況成果目標の達成状況成果目標の達成状況成果目標の達成状況

放課後子ども教室登録児童数 7,200人 (H29年度目標：放課後子ども総合プラン登録児童数34,800人中、放課後子ども教室7,300人)

地域未来塾登録生徒数 550人

20,936 26,783 0合計

（要求）

地域未来塾事業 補助金

（予算案）

放課後子ども教室推進事業

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28実施内容

補助金

放課後子ども教室を実施する市町村に補助

（補助率2/3）

H27 H28
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施策の総合的展開

７－２　子育て先進県の実現

５　地域・家庭の教育力の向上 実施期間 H19 ～

県民との協働による実施： 検討中

信州創生の基本方針 ２－３  若者のライフデザインの希望実現

施策展開

１－（２）信州ならではの魅力ある子育て環境づくり

    （ウ）子育て支援サービスの充実

目指す姿

現状

（予算編成

時）

近年、子どもを取り巻く環境が大きく変化しており、学校、家庭及び地域住民等がそれぞれの役割と責任を自覚しつつ、地域全体で教育

に取り組む体制づくりを目指す必要がある中で、実施市町村数、実施教室数、登録児童数ともに増加傾向にある。

県が関与

する理由

地域の教育力を活用し、未来を担う子どもたちを健やかに育むため、放課後や週末等に小学校の余裕教室等を利用し、地域の子どもた

ちが安心・安全に心豊かに過ごすことのできる居場所づくりを推進する。

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

・放課後子ども総合プラン推進事業実施要領

・国庫補助事業を活用しているが、市町村への県補助が要件となるため

人口定着・

確かな暮ら

し実現総

合戦略

成果目標・

事業内容

地域未来塾事業を実施する市町村に補助

（補助率2/3）

28予算案28予算案28予算案28予算案

地域の豊かな社会資源を活用した

土曜日の教育支援体制等構築事業

補助金

土曜日の支援事業を実施する市町村に補助

（補助率2/3）

安全管理員等の合同研修会 直接

放課後子どもプランに関わるコーディネーターや安

全管理員、児童クラブ指導員等の資質向上、情報交

換・情報共有の推進

47 47

放課後子どもプラン推進委員会議 直接

放課後の教育活動支援の現場や行政、社会教育団

体など様々な専門的見地から、総合的な放課後対策

事業（放課後子どもプラン）の推進方策を協議

79 79

（当初）

26年度 27年度 28要求28要求28要求28要求

20,810 26,657

合計（A) 20,936 26,783

実施箇所数

6,827人 7,211人

放課後事業

登録児童数

地域未来塾

登録生徒数

補正予算 -2,370

96か所 100か所

13,415

目標 成果 達成状況

550人

H28

7,200人

H29

目標

H27末

（見込）

0 0 0

13,368

予

算

額

18,566

Aの

財源

9,305 10,446

当初予算 20,936 20,936 26,783

前年度繰越

指摘事項等への対応 （指摘事項等） （対応）

4,129

□県民協働による事業改善

□監査

□決算特別委員会

要求からの主な変更点

 概算事業費（B（A）+C） 22,283 25,065 30,912 0

4,129 4,129 0

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円）

概　算

人件費

0.50 0.50 参加数


